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木
城
町
名
誉
町
民

故 
鶴
田
國
利
様

　
今
年
の
2
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
故
鶴
田
國
利
様
の
町
葬
が

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ご
来
賓
及
び
町
民
の
方
々
約
300
名
が
参
列
さ
れ
、
故

人
の
在
り
し
日
々
を
偲
び
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
葬
儀
委
員
長 

田
口
町
長
の
式
文
奏
上
、
副
葬
儀
委

員
長 

甲
斐
議
長
の
弔
辞
奏
上
の
後
、
衆
議
院
議
員
の
上
杉
光
弘

様
や
県
議
会
議
員
の
圖
師
博
規
様
よ
り
弔
辞
が
捧
げ
ら
れ
、
参
列

者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
遺
族
を
代
表
し
、
成
田
晃
二
様
か
ら
謝
辞
を
い
た
だ

き
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
葬
儀
委
員
長 

田
口
町
長
の
式
文
奏
上
で

は
、「
5
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
優
れ
た

見
識
と
卓
越
し
た
行
政
手
腕
で
町
民
生
活
向

上
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
現
在
の
豊
か
さ
は
先
生
の
素
晴
ら
し
い

先
見
性
と
並
々
な
ら
ぬ
郷
土
愛
、
行
動
力
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
中
で
も
笑
顔
を

絶
や
さ
な
か
っ
た
先
生
の
尊
い
遺
志
を
受
け

継
ぎ
、
町
の
発
展
に
全
力
で
努
め
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

木
城
町
葬
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平成 14 年 6 月 木城町名誉町民証書次々と献花を行う参列者の方々

平成 12 年 4 月 勲四等旭日小綬章午後から遺族の方々は、小丸川発電所、上部ダム、
下部ダムなどを初めて見学されました。
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第 58 回 木城町消防操法大会

支部大会での小型ポンプ操法（第2分団第7部）

操作、はじめ！

まっすぐにホースを伸ばす

地域婦人連絡協議会の皆さん、おいしい
コーヒーありがとうございました。

集合ラインにまっすぐ整列

一生懸命に走る 0.1秒でも早く

優勝メダルを授与される要員たち

体育館での開会式

すばやい吸管操作

火点を倒し、疲れはピークに達します。

　
大
会
当
日
、
6
月
29
日
（
土
）
は
、
朝
か
ら
激
し
い

雨
に
な
り
、
開
会
式
は
町
体
育
館
で
開
催
し
、
操
法
競

技
は
雨
の
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
部
と
も
雨
の
日
も
風
の
日
も
夜
遅
く
ま
で

練
習
し
て
き
た
操
法
の
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
悪

天
候
の
中
で
も
、
一
生
懸
命
、
堂
々
と
し
た
競
技
を
繰

り
広
げ
、
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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支部大会で小型ポンプ操法の部第 3 位の
賞状を受け取る小嶋部長

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

第
1
位 

第
2
分
団
第
7
部

指
揮
者

　
小 

嶋 
一 
洋

1
番
員

　
桑 

原 

建 
吾

2
番
員

　
高 

井  
　
博

3
番
員

　
川 

野 

教 

光

第
2
位 

第
2
分
団
第
10
部

第
3
位 

第
1
分
団
第
1
部

管
轄 

大
字
高
城（
中
川
原
、
田
神
、
岩
戸
除
く
）

【
積
載
車
操
法
の
部
】

第
1
位 

第
1
分
団
第
4
部

指
揮
者

　
平 

野 

豊 

和

1
番
員

　
長 

友 

信 

也

2
番
員

　
樋 

口 

秀 

馬

3
番
員

　
神 

田 

徳 

智

第
2
位 

第
2
分
団
第
8
部

第
3
位 

第
1
分
団
第
6
部

管
轄 

岩
渕
上
・
下

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

第
1
位 

本
部

指
揮
者

　
河 

野 

哲 

史

1
番
員

　
黒 

木 

正 

樹

2
番
員

　
幸 

津 

昭 

秀

3
番
員

　
小 

野 

大 

希

4
番
員

　
黒 

木 

祐 

一

第
2
位 

第
1
分
団
第
2
部

管
轄 

町
内
全
域

　
優
勝
し
た
3
つ
の
部
は
、
7
月

27
日（
土
）東
児
湯
消
防
組
合
で
行

わ
れ
た
東
児
湯
支
部
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　
町
大
会
以
降
、
猛
烈
な
暑
さ
の

中
、
練
習
を
続
け
て
き
た
団
員
た

ち
は
、
木
城
町
の
代
表
と
し
て
立

派
な
操
法
競
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
結
果
、
第
2
分
団
第
7
部
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
3
位
入
賞

を
果
た
し
、
来
年
に
向
け
希
望
の

持
て
る
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

東
児
湯
支
部
大
会
へ
出
場

町
大
会
の
成
績
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木
城
町
は
、
昭
和
48
年
4
月
1
日
に
「
村
」
か
ら
「
町
」
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
り
、
行

事
な
ど
も
多
く
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
制
施
行
さ
れ
た
昭
和
48
年
に
は
ど
ん
な
出
来
事

が
あ
っ
た
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
48
年

事

　
　
　
　
　
　
項

3
月

3
月
28
日

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
1
日

4
月
9
日

10
月

こ
の
と
し

石
河
内
警
察
官
駐
在
所
が
木
城
警
察
官
駐
在
所
へ
併
合
さ

れ
る

木
城
村
体
育
館
が
完
成
し
た

町
制
施
行
に
よ
り
木
城
町
と
な
る

初
代
町
長
に
鶴
田
國
利
氏
が
就
任
す
る

町
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
、
町
の
木「
カ
シ
の
木
」
が
指
定
さ

れ
た

宮
崎
交
通
バ
ス
比
木
線
が
廃
止
さ
れ
る

東
児
湯
消
防
組
合
消
防
署
木
城
分
遣
所
が
開
設
さ
れ
る

木
城
地
域
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
と
し
て
集
団
電
話
が
設
置

さ
れ
た

第
1
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク

　
当
時
の
記
念
行
事
と
し
て
4
月
1
日
に
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
、
2
日
に

当
時
の
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
女
王
ユ
ニ
チ
カ
バ
レ
ー
チ
ー
ム
を
招
待

し
、
体
育
館
の
こ
け
ら
落
と
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
午
後
か
ら
は
、
小
・

中
学
校
の
駅
伝
大
会
、
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
町
民
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

「
町
制
40
周
年
に
よ
せ
て
」

　

鎌
田 

真
樹
（
大
字
高
城
在
住 

40
歳
）

　
町
制
施
行
40
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
も
今
年
で
40
歳
と
な
り
木
城
町
と
同
じ
年

月
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
か
ら
数
年
間
県
外
で
生
活
後
、
木
城
町
に

帰
っ
て
き
て
10
年
経
ち
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
い
い
所
だ

な
と
感
じ
て
ま
す
。
子
供
達
も
そ
う
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
先
も
、
私
の
人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
。
木
城
町
も
山

あ
り
谷
あ
り（
地
形
的
に
も
）だ
と
思
い
ま
す
が
、
50
周
年
・
60
周
年
・
・
・
と

末
永
く
こ
れ
ま
で
以
上
に
私
も
木
城
町
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

資料「広報きじょう」より

今
年
は
、『
町
制
施
行
40
周
年
』！
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お問合せ：木城ふるさとまつり事務局（企画課）………☎ 32-4727

1. ステージイベント
○町内各種団体の企画する多彩なイベントをステージで披露
○キャラクターショー〔午前・午後の 2 回公演〕
○第 9 回人間萬歳歌合戦（公開録音予定）

2. その他イベント
○農林業まつり同日開催！
 （農畜林産物の販売やイベントなど）
○昔遊び（喧嘩ごま大会ほか）
○ふわふわ

3. 花火大会（午後 8時から）

人間萬歳
NinGenBanZai

● 自己紹介

 昨年、長女が誕生し、はじめての
子育てで分からないことが多いです
が沢山の方に助けていただきながら、
日々奮闘しています。

（若いママさんは大変ですね。  
フレー！フレー！ケ・イ・コ！）

● 最近の出来事！

 長かった娘の人見知りがおわり、支援センターで楽しそうに遊ぶ姿を見ていると成長し
たなぁと、とてもうれしくなります。

（成長過程をよ～く見ててくださいね。振り返るとアッ、という間ですよ！）

● その他・・・コメント

 相田みつをさんの「幸せは いつも 自分のこころが きめる」という言葉が好きです。
自分の心に余裕がない時は、この言葉を思い出すようにしています。

（どう思うか、どうなるかは、自分次第で変わるんですよね。）

◇ お 仕 事：主 婦
◇ 趣  味：物づくり
◇ 家族構成：夫 ･ 長女

税
さ い た

田 景
け い こ

子さん （31 歳） 向河原団地

　このコーナーは、毎回町内在住 ･ 勤務され
ているいろんな方々に登場していただきます。
　さて、今回登場するのは、この人！

日時：平成25年10月19日（土）午前10時から
   （雨天の場合プログラムを一部変更して町体育館で開催）

会場：コミュニティ多目的広場 ほか

主　な　内　容
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今
年
も
好
評
！
「
ほ
お
ず
き
市
」  

7／
6
〜

7 

8／
10
〜

11

【
湯
ら
ら
駐
車
場
】

木
城
盆
踊
り
大
会

　
　

8
月
10
日（
土
）

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
多
目
的
広
場
】

小
丸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
7
月
7
日（
日
）

【
小
丸
川
河
川
敷
ほ
か
】

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
㈱
渡
邊
フ
ァ
ー
ム
さ
ん！ 

7
月
31
日（
水
）

【
ミ
ヤ
チ
ク
都
農
工
場
】

まちの話題 まちの話題ま
ちの話題

 今年の品質は、色、大きさとも
に上々、8 月の販売分については
暑さの関係で少し色つきが悪かっ
たようですが、開始と同時に町内
外からたくさんのお客さんが木城
産のほおずきを買い求めました。
都農町から来られた主婦の方は、

「7 月に来て、きれいだったので 8
月も来てみました」と満足そうな
顔でほおずきをたくさん買って帰
られました。

 今年で 4 回目になるこの大会も
年々盛り上がりをみせており、商
工会を中心とした夜店も多く出
され、イベント内容もマジック
ショー、キックン・クゥーちゃん
とジャンケン大会、ダンスなど盛
りだくさん、なんと言ってもメイ
ンイベントの盆踊りでは、小学生
や地域の皆さんが多数参加し、大
きな輪をつくり楽しそうに踊って
いました。

 灼熱の太陽が照りつける朝 7
時、コミュニティ多目的広場には
約 400 人が参加し、河川敷や堤
防では空き缶などのごみ拾い、県
道沿いでは、雑草を取ったりタバ
コの吸殻を拾ったりとそれぞれの
場所に応じて美化活動を行いまし
た。また、小丸川漁業協同組合に
よるニジマスのつかみ取りも行わ
れ、子供たちは大はしゃぎでした。

 「第 29 回木城町肉牛枝肉共励
会」が開催されました。町内から
選抜された 6 農家 30 頭の出品の
中から、百合野の㈱渡邊ファーム
さんが栄えあるグランドチャンピ
オンに輝きました。

受賞者 左から
江藤　　学さん（3席、5席）
山下　利幸さん（優良素畜賞）
渡邊　吉和さん（グランドチャンピオン）
篠原　智和さん（2席、4席）
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第 1回木城町地域教育推進プロジェクト会議

高城合戦を伝える会

第 1回社会教育委員会

主な生涯学習関連事業及び講座についてのお問い合わせ

教育課（総合交流センターリバリス）　電話：32-2369 まで

生涯学習情報コーナー

製作：木城町生涯学習推進協議会

No.93いぶき
～活力と潤いに満ちた生きがいと魅力ある町づくり～

当日の会議の様子

講座の様子（講師 : 教育課 白岩 修 係長）

委嘱状交付（左 : 山下捷夫委員）

 「知」「徳」「体」の調和のとれた青少年の育成を図
るため、第 1 回町地域教育推進プロジェクト会議が
開催（6/25）されました。
 学校・家庭・地域教育の連携について、話し合い
が行われました。

 九州の関ヶ原と呼ばれている本町の高城を舞台とし
た高城合戦についての歴史講座を今年度も開講してい
ます。
 今年度 3 回目（7/6）の講座には、町内外 25 名の参
加をいただき、本町の歴史を学んでいただきました。

 本町の社会教育・生涯学習の
推進を図るため、第 1 回社会教
育委員会が開催（7/3）されま
した。
 社会教育関係の事業計画につ
いて話し合いが行われ、意見交
換などが行われました。 

役 職 氏  名

会 長 小野 順章
（教育長）

副会長 萱嶋  了
（地域コーディネーター）

木城町社会教育委員

役職 氏  名

委員
（代表）

山下 捷夫
（出店）

委員 堀口 眞彦
（岩戸）

〃 村橋 哲子
（岩渕）

〃 杉尾 康雄
（中原）

〃 中村 俊明
（木城小校長）

任期：平成 25 年 4 月 1 日  
   ～平成 27 年 3 月 31 日



● 町の人口（平成 25年 8月 1日現在）

 ・人口 5,166人〈先月比 +7人〉 
  男：2,403人〈+7人〉    女：2,763 人〈± 0人〉
 ・世帯数 1,977世帯（先月比 +3世帯）
 ・町面積 146.02 k㎡

発行：木城町役場
〒884-0101  宮崎県児湯郡木城町大字高城 1227-1

TEL 0983-32-4725／ FAX 0983-32-3440
編集：総務課


